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なましめζこ

この講究録は 1986年 9月中旬にあこなわれた概均質＼ク }ル空間の研究集会

く短期共同研究)の結果をおもにまとめたものてす。特に意識したわけてはありませ

んか、最近、海外ても概均質ヘクトル空間のの研究か活発になってきでおりニの講究

録てもそのことか読み取れるかと響います。もともとか素朴な概念てあり「数学のあ

ちらこちらに自鉄にあらわれる」(Rubenthaler氏 (ナンソ iv..b大掌))ものてすのて、

それと童識せすになされている関連したおもしろい研究かあるのかも知れません。我

々のささやかな寄与か新しい発見につながってゆくことを期待しております。

研究代表者 室 政和

)



短期共同研究

概均質ベクトル空間の最近の発展

報告集

1986年 9月 16日{̃}9月 19日

研究代表者 室 政和 (Masakazu Muro)

目 次

1.特異点の解消と Igusa local zeta functlonの計算

筑波大・数学 木村 達雄 (Tatsuo Klmura)

2.単純代数群の正則概均質ベクトル空間の b一一関数について

筑波大・数学 笠井 伸一 (Shln-1chl Kasa1)

3.ガロア コホモロジーと概均質ベクトル空間の普遍推移性

筑波大・数学 細川 尋史 (Hiroshi Hosokawa)

4.概均質ベクトル空間のゼータ関数の関数等式にあらわれるMATR I Xの

DETERM I NANTについて (REDUCE3.2の利用)

高知大・理 室 政和 (Masakazu Muro)

1

31

82

98


